
子ども読書活動推進計画（第２次）

を策定しました

計画策定の背景
市では、平成19年に子ども読書活動推進計画を策定しました。しかしその後、感染症や災害、世界で
起こる紛争問題など予測困難な事象が発生し、確定的な施策に取り組むことが困難になりました。また、
社会はデジタル化や技術革新により大きく変化しました。
市においては、令和３年に「図書交流館いこっと」、令和６年に「文化の森図書館いろ葉」が整備・拡充され、
子どもたちの読書環境が改善されました。
今回、このような変化の激しい時代に適した子ども読書活動を推進するため、新たに第２次計画を策定
するものです。

ありたい姿（将来像） 
　　　　　　　   夢さがし、豊かな自由読書
新たな計画の「ありたい姿」は、計画を実施することに
よる将来像を示したものです。

▶夢さがし
子どもたちが身近に本に触れることにより、子どもが抱える課
題解決の足掛かりになったり、将来における夢を見つけたりす
ることなど、子どもたちがこれから進むべき道筋を探し当てる
ことを「夢さがし」としました。子どもの夢につながる読書経
験や、読書による言語能力を含むリテラシー（ある分野に関す
る知識やそれを活用する能力）の向上により、日々の生活が豊
かになることを期待するものです。

▶豊かな自由読書
読書が強制的ではなく、子どもが自分の意志で自由により行わ
れること（自由読書）を前提に、子どもが「本を読みたい」と
思った機会を逃さないよう、関係機関が読書環境を整えておき
たいと考えるものです。

変化の激しい時代において、子どもたちが読書は楽しいと気づき、自ら自由に読書を楽しみ、
課題解決や将来の夢を見つけられるよう、「牧之原市子ども読書活動推進計画（第２次）」を策
定しました。計画期間は、令和８年度から令和12年度までの５年間です。

問い合わせ　社会教育課　内山　☎㉓7007

計画書など詳細は、
市ホームページから
ご覧いただけます。

▲�毎月開催している「おはなし会」にて、
読み聞かせを聞く子どもたち

基本的な考え方（方針）
・これまで行ってきた読書活動は持続的に実施
・読書が楽しい、面白いという気づきが必要
・発達段階（年齢・学齢など）に応じた読書活動を推進
・家庭、学校等、地域、図書館が連携して事業推進
・社会教育における読書推進（大人も含めた読書活動）
・多様な利用者への対応を意識いこっとうさぎ いろはにゃん

▲�号「七曜霊光」全身
　押形（奈良県奈良市・
　関山和進氏 作）

▲�クラウドファンディングにより購入した名刀
「七曜霊光（正清）」

＊�今回決定した「号」は単独、または刀工である
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【投票結果】　総投票数301票
第１位  �七曜霊光［しちようれいこう］
　　　  得票数99票（※得票率33％）
第２位  相良［さがら］
　　　  得票数59票
第３位  �遠江国意次［とおとうみのくにおきつぐ］
　　　  得票数57票
第４位  相良仁政［さがらじんせい］
　　　  得票数50票
第５位  全人［まとうど］
　　　  得票数20票
第６位  タヌマ専用［たぬませんよう］
　　　  得票数16票

特別展「かたじけ茄
な す び

子！田沼意次」
展を開催しました
市は４月25日から６月７日まで、市史料館
２階にて特別展を開催しました。
特別展では、名刀「七曜霊光（正清）」と
ともに、大河ドラマで実際に使用した衣
装や小道具を展示。また、意次侯が「お
国入り」として相良藩内の訪れた場所を
パネル展示で紹介しました。
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